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噌鰻鰻盟息餓

市
で
は
、
昨
年
旬
開
口
か
ら
全
盛
自
治
体
に
先
駆
け
、
ご
み
減
盤

と
蝿
源
の
再
利
用
の
た
め
牛
乳
パ
ッ
ク
類
の
臣
収
を
ス
ヲ
ー

ト
。
こ
れ
ま
で
の
半
年
鰐
足
、
市
識
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
約
お
ト

ン
の
牛
乳
パ
ッ
ク
が
郡
波
さ
れ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ

i
パ

i
は
窓

力 限
をり
おお
翻る

ど護
家宅ま
す大
。 切

れ !こ
箆 館
活う
璃抱
擁め
諜
宮市
(鴎
87の
)皆

3充
1 0) 
S ご
11 協

昨
作
中
山
バ
に
ス
タ

i
ト
し
た
牛

乳
パ
ッ
ク
矧
の
間
以
は
、
士
市
民
の

山
押
さ
ん
の
協
力
で
紙
訟
に
一
行
わ
れ

て

い

に

出

端

技

さ

れ

歩
月
別
牛
乳

':; 

ク
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自稜:4月27日(土)、28自(話)

午前10時~午後 4時(小柄決持)

会場:平賀沼公園コミュニチィ広場
※悶ラミの場合、催し物の変Lざがあり法十

ま
ち
の
縁
が
美
し
く
縫
の
チ
入

れ
は
も
段
惑
な
待
問
端
、
冊
一
例
の
制

つ

側
よ
り
も
安
く
減
先
。

ゼ
ン
ト
や
む
ち
つ
糸
、
2

行
い
ま
す
。
ご
山
本
桜
で
ご
米
州
帽
を
の

糸
花
壇
コ
ン
ク
i
ル
・
花
壇
設
計

表
彰
幻
日
午
υ
初
日
時
(
5由
参
照
)

や
花
の
無
料
夜
十
叩
両
日
と
も
午

前
日
時
か
ら
先
紫
2
1
0
0名
に

ダ
リ
ヤ
、
ベ
ィ
ナ
品
一
一
ア
、
ベ
コ
ニ
ア

か
ら
一
鉢
を
配
布

命
題
芸
患
は
さ
み
拙
m
v
t
U
臼ん一

前
日
時
か
ら
先
議
1
0
0
名
(
一

て
い

で
に
公
顕
縁
地
譲
へ

画
問
い
合
わ
せ
公
騒
緑
地
裁

た
泣
は

1
万
9
8
3
4
J
dラ
(
上

表
参
照
)
。
枚
数
に
換
算
す
る
と
mw

万
枚
の
牛
乳
パ
ッ
ク
が
鵠
開
札
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す

υ

こ
れ
ら
の

ぐ

y

ノ

出許ムロ

イ
レ
ッ
ト
ペ
!
パ

i
と
な
っ

さ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
再
利
引
用
で
き
る
午

乳
パ

y
ク
は
、
良
質
な
パ

i
ジ
ン

パ
ル
プ
で
で
き
て
い
る
た
め
、
森

林
資
棋
を
多
く
錠
い
ま
す
。
ー
リ

ッ
ト
ル
イ
ツ
ク

1
5
0
0
泌
を
や

，
〆

4
J
T

、ノグ

臨
器
問
問
一
市
民弘子さん

{台回〉

土産

吋
そ
れ
ほ
ど
や
問
ゆ
か
か
り
ぷ
ぜ
ん
い

や

乳

パ

ソ

め

に

そ

れ

ほ
ど
手
間
同
は
か
か
り
ま
せ
ん
よ
。

物
の
な
い
時
代
に
育
っ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。
資
綴
と
し
て
再

利
用
で
き
る
と
怒
、
え
ば
、
作
業
も

苦
に
な
り
ま
せ
ん
ね
。
エ
汚
か
ら

、
'hv 

w

}

ろ
と
比
べ

逃
が
冊
以
上
は
な
っ

宮警官官圏箇強
~tilll密w~~ [J;お

い
ま
す
。

ω万
枚
の
午
礼
パ
ッ
ク

を
作
る
に
は

4
0
0
本
の
木
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

M
山
枕
さ
れ

た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
同
科
目
は
綴
林

っ
て
い
中
小
す

υ

ス
タ

i
ト

線

開

回

収

)

。

こ

れ

か

ら

も
牛
乳
パ
ッ
ク
類
を
は
じ
め
と
す

る
空
き
缶
、
空
き
ど
ン
、
ダ
ン
ボ

i

ル
、
新
聞
紙
な
ど
の
資
泌
を
初
日
仏

し
、
ご
み
減
批
と
資
制
似
の
再
利
揺

っ
て
い
k

め

の吋

の
酬.，
ι岬

え
時一明

ぷゐ都ぷ

ご討議議

!ぶ汲

「
環
境
保
護
に
も
設
立
ち
三
す
れ
」

最
初
は
面
倒
だ
と
思
い
ま
し
た

が
、
慣
れ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い

で

す

た

の
よ
う

し

い

仲

γ

乳
パ
ッ
ク
会
開
く
作
業
が
大
変
。

そ
れ
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
交
任

を
持
っ
て
少
し
ず
つ
で
も
炎
源
開
制

収
に
協
力
す
れ
ば
、
環
境
保
護
め

部
で
も
役
~
ぶ
ち
ま
す
ね

ω

売さん権問

し
たJ1:
と報
お 4
り丹
、 1

15 B 
Eヨ号

で
iゴ

ヵ、知1
4ウ句

:g:1$消せ

な
お
、
市
民
会
館
の
憐
に
磁
設

さ
れ
た
公
社
一
山
宇
都
所
(
下
関
参
照
)

に
辻
、
次
の
諜
が
配
流
さ
れ
ま
し

た。〈
公
社
事
務
所
じ
配
寵
さ
れ
た
課
v

む
1
繍

i
公

社

。

2
階
:
ん
M

政

牢
説
。
ハ
V
ヴ
切
出
し
日

牛
乳
パ
ッ
ク
知
ュ

l
ス・一治

も
含
む
)
の
出
し
ガ
は
、
五
凶
め

訟
で
お
側
い
し
ま
す
よ
内

慨
が
ア
ル
ミ
ハ
ク
の
も
の

¥，、

} 

1 2 

殺
川
同
小
ド
礼
用
の
も
の
は

良くすすぐ

l 

3 4 

関く

県
議
会
議
長
選
挙
の
結

(
我
嘉
子
市
選
挙
区
〉

3
月
mu
日
(
金
)
の
ム
ペ
ぷ
で
行
。
当
選
者
(
所
属
)

わ
れ
た
千
葉
県
議
会
議
自
民
一
綾

選
挙
の
結
来
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
我
孫
子
市
選
挙
証

※
涌
出
会
総

栗
山

(栄ご
生涯
子こ

議託

井
手
口

魁包
氏 M

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
龍
用
し
て
い
ま
す
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平成 3年度

予算特集
(対前年度比)
11. 9 %増

日
阿
国

第803号

に向げて効果的な施策を鞭進らぎのまち"
市
の
平
成

3
年
度
予
算
は
第
4
2
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ぎ
し
た
。
予
算
の
概
要
は
、

一
般
会
計
ガ

2
5
9億
2
0
0
0万
円
(
前
年
度
比
恰
・

7
許
の
増
)
、
特
別
会
計
ガ

T
4
1
6億
5

8
0
0万
円
(
同
刊
・

8
許
の
増
)
、
水
道
事
業
会
計
ガ
判
億

3
2
5
4
l万
円
(
伺

2
・
7
官
の
増
)
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
を
合
計
し
だ
市
の
総
予
算
は

4
2
0億
4
1
0
5
T万
円
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
刊
・

9
M引
の
伸
び
と
な
り
、
園
、
県
の
予
算
の
伸
び
を
上
回
る
積
極
型
予
算
で
す
。
予

算
編
成
に
あ
芝
つ
て
は
、
防
災
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
次
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
将
来
の
く
ら
し
と
ま
ち
の
姿
を
実
現

す
る
た
め

7
つ
の
露
点
事
業
を
中
山
に
き
め
細
か
な
財
源
配
分
を
行
い
ま
し
だ
。

H
財
政
課

H

一般会計は259億2000万円
(対li可51'.)史上じ)

1:本 '('i
63 i.MS30 )j Flj 
(+6.1%) 

一般会計

予
算
の
使
い
み
ち

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳

出
総
制
に
山
め
る
弁
刊
日
の
川
A
H

は
、
今
年
い
は
も
土
木
質
が
お
か
れ
で

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
桝
統
的
に
推
進
し
て
い

る
都
市
法
鴨
川
悦
備
一
卒
業
や
市
山
内
住

宅
の
建
設
事
業
な
ど
に
制
倒
的
な

子
作
配
分
を
行
っ
た
も
の
で
す

υ

ま
た
、
和
抗
駅
慌
卜
ぃ
駅

A

川口組山内叫、

防
災
行
政
M
…
線
地
技
終
側
、
火
山
押

場
み
た
ま
い
何
処
ぷ
な
ど
の
事
業
伐

を
帰
り
込
ん
だ
総
務
授
が
回
折
。

(
似
称
)
湖
北
地
区
公
民
館
建
設

引
業
、
我
孫
子
中
学
校
屋
内
運
動

場
建
設
卒
業
を
は
じ
め
・
中
学
校
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
事
業
な
ど
を

行
う
教
育
刊
と
、
(
仮
称
)
西
部
制

祉
セ
ン
タ
ー
砧
設
事
業
な
ど
を
災

地
す
る
民
生
代
が
約
回
目
引
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
予
算
の
使

総 務 的

い
み
ち
は
次
の
と
お
り
で
す
。

土

木

費

我
孫
子
駅
南
北
都
市
改

造
事
業
を
さ
ら
に
推
進

部
山
口
げ
川
両
近
川
町
、
区
岡
地
ム
卸
一
、
公

川
、
排
水
対
策
な
と
快
適
な
ま
ち

っ
く
り
の
た
め
の
都
市
施
設
幣
仰

や
環
境
整
備
事
業
を
小
心
に
投
資

的
な
経
質
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

本
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業

口
低
6
0
7
9
万
円

牢
市
営
住
宅
小
暮
団
地
建
設
事
業

(
平
成

4
年
度
ま
で
の
継
続
刊
)

7
偲
1
4
6
9
万
円

本
道
路
整
備
事
諜
(
若
松
道
路
、
ポ
十
J

賀
川
公
附
久
寺
山
系
線
な
ど
)
6低

2
3
1
7
万
円

1lf立6791万円(+16.7%)

I議会'l'l
3u15735万円(+10.4%)

位~ 31.0:1512万円(-4.9%)

1m工'l~
2i.Q:7419万円(一十1.5%)

その 他
1 UJ:2227万円(ー77.1%)

45i前日日Q)jPJ(十 18.5%)

22i.Q: 549万円(+1.6%)

2Zi.Q:Z398万円(+40.0%) 

42f.i!:5757万円(+45.6%) 

40i.Q:2自92JjJ弓(+6.8%)

*
利
根
川
堤
防
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道

路
整
備
事
喋

3
6
0
0
万
円

*
排
水
対
策
事
業
(
つ
く
し
野
川

上
流
調
整
地
、
久
寺
家
排
水
路
改

修
な
ど
)
7
偲
8
3
0
9
万
円

*
公
園
整
備
事
構
(
日
ノ
森
公
園
、

根
一
戸
船
戸
緑
地
、
利
根
川
運
動
公

闘
な
ど
)
1低
1
5
2
8
万
円

*
市
民
の
森
整
備
事
操
(
昨
年
の

間
発
戸
市
民
の
森
に
統
き

2
施
設

め
)
2
7
1
3
万
円

*
公
共
下
水
道
事
機
特
別
会
計
繰

出
金
日
億
円

総
務
費
一

我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地

利
用
の
設
計
に
着
手

企
画
調
務
事
務
、
財
務
・
財
産

何
日
賄
事
務
、
戸
時
、
統
計
、
課
収

税
、
選
挙
な
ど
山
の
竹
別
的
業
務

を
行
、
っ
杭
引
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

お守り*
布
佐
駅
橋
上
駅
舎
建
設
事
撲

(
れ
相
一
念
)

4

低
6
1
3
万
円

*
火
葬
場
み
た
ま
苑
建
設
事
業

(
負
担
令
)

I

俗
4
1
7
0
万

本
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
(
平

成
5
年
度
ま
で
の
継
続
代
)

1
位

1
7
4
6
万
円

*
我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
利
用
に

15i.Q::s07JjjlJ( ート34.8%)

14i.Q:6313Jj円(十 32.5%)

14i怠3693))円(-8.4%) 

市民の負担状況

思編お
刀

1
0
9
2
m川

伴
う
設
計
委
託

6
3
0
0
万
円

本
自
治
会
集
会
所
整
備
事
業
補
助

金

4
2
1
0
万
円

E

串
戸
籍
用
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
事

業

2
3
4
0
万
円

牢
交
通
安
全
施
設
設
誼
事
業

1

7
0
0
力
川

本
市
民
会
館
管
理
運
営
委
託
事
業

l
位

2
7
1
5
万
り

教

育

費

(
仮
称
)
湖
北
地
区
公
民
館
、
我

中
体
育
館
(
建
て
替
え
)
竣
工
へ

L>、 令均
ヱ£ ιノー

教で教

育ぷ芝
公 ct'f1 
民学公

l'ìï~ iさz
文ゐ '1'

1主持主
主毛主良 L 
イ'~全土 = J三

21li.il' 1482 )jI'J (十 2:;':;%)

6 i立p.j(0 %) 

5i.Q:8009万円(-6.6%)

51.0:2000万円(十372.7%)

:l(.i!:I004 }j1'J( + 2.8%) 

5i.Q:210万円(+6.1%)

市税

1691.芯:5982万円
(+11.2%) 

口 1i!tf正当たり

口 1人当たり

o
f
 

1
7ん

6
5
5
U』

万
〆証

門

市民税(個人)

健
体
育
事
業
な
ど
教
育
関
係
の
事

業
に
閲
す
る
経
費
が
立
山
さ
れ
ま

す。牢
(
仮
称
)
湖
北
地
区
公
民
館
建
設

事

業

叩

位

2
4
7
5
M川

本
我
孫
子
中
学
校
庭
内
運
動
場
増

改
築
事
業

2
位
5
6
7
3
力
円

*
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入

事
業

1
億
3
5
0
4
万
円

牢
新
木
南
部
遺
跡
群
ほ
か
発
掲
調

査
事
業

5
0
9
8
万
川

本
中
学
校
給
食
施
設
整
備
設
計
委

託

1
0
0
0
万
円

本
雪
国
語
指
導
を
一
付
う
外
国
青
年
招

致
事
構

6
1
6
万
円

牢
青
少
年
教
育
野
外
施
設
整
備
事

業

5
0
0
万
円

本
長
欠
児
童
生
徒
対
策
事
業

1

9
6
M
川

申
図
盤
館
運
営
事
撲

2
俗
5
1

1
9
r
H
円

京
-
鳥
の
博
物
館
運
営
事
換

4
0
3
6
万
円

民
生
島
国

(
仮
称
)
西
部
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
建
設

総
A
H
的
な
社
会
出
社
の
充
実
を

凶
り
、
必
要
な
扱
必
を
行
、
つ
た
め

の
紙
代
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

*
(
仮
称
)
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業

2
偲
9
0
8
4
万
川

*
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
努
阻
軍
備

都市計画税

事
業
(
用
地
・
造
成
)
2
7
4
7
万

円*
老
人
医
療
付
添
看
護
料
羨
額
助

成
事
業

2
0
1
6
万
川

本
老
人
描
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
パ
ス

更
新
事
損

1
4
4
5
万
円

本
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
撲

6

1
0
万
円

*
リ
フ
ト
パ
ス
設
置
補
助
事
蟻

4
6
9
万
円

*
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

1
億
1
6
8
6
万
川

*
精
神
薄
弱
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

1
億

1
9
9
0
万
川

本
国
民
健
康
保
険
事
撲
特
別
会
計

繰
出
金

2
偲

3
3
2
5
万
円

衛

生

費

自

然

環

境

調

査

(
昆
虫
編
)
を
実
施

1 
イ.8.

術
生
的
で
健
康
な
生
前
環
境
の

維
持
・
向
卜
一
の
た
め
泊
い
州
市
ド
米
、
公

巾
一
日
対
策
事
業
な
ど
市
民
生
前
に
取

材
し
た
椛
代
が
支
出
さ
れ
ま
す
り

*
焼
却
炉
増
改
造
事
業
(
ヂ
成
4

年
度
ま
で
の
縦
続
W
H
)
3
俗

1
8

9
6
万
円

本
在
宅
歯
科
診
療
事
業
な
ど
保
健

事
業
費

2
億
8
6
2
5
万
川

本
自
然
環
境
基
礎
調
査
(
日
比
出

制
)
1
0
3
4
万
円

本
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

業

4
7
4
万
円

-
車
生
ご
み
肥
料
化
処
理
器
購
入
費

補
助
金

3
0
0
万
川

農
林
水
産
業
費

市
民
農
園
の
計
画

づ

く

り

に

着

手

民
業
、
水
産
業
の
ぷ
一
Mmwm
伯
、
近

代
化
晴
子
を
行
う
た
め
の
料
代
が
え

出
さ
れ
ま
す
。

本
市
民
農
園
調
査
、
基
本
計
画
策

定

6
8
0
万
円

牢
手
賀
沼
地
区
港
b

、
j
除
事
幾

(
A
H

相一令一
)
2
2
f
o
万
川

議

会

費

市市

政民

の

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
長
の
提
案
す
る
条
例

や
予
算
、
決
算
な
ど
を
都
議
す
る

議
会
活
動
を
行
う
経
費
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

商

工

費

商

工

振

興

の

た

め

に

業

商
業
、
工
業
、
観
光
の
振
興
や
消

資
生
活
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
商
工
業
振
興
事
業

2
低
8
9

9
1
H
ド

牢
観
光
案
内
板
作
成
な
ど
観
光
振

興
事
業

2
9
6
5
万
円

本
消
費
生
活
対
策
事
業

5
万
円

公

債

費

H宇

年

1 

6 

%
の
増

地
方
債
(
市
が
財
源
調
達
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
資
令
)
の
・
川
会
、

利
子
の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
る
償

泣
令
で
す
。消

防

費

消
防
ポ
ン
プ
車
、
救
急

自
動
車
な
ど
を
整
備

防
火
対
策
、
故
急
業
務
、
危
険

物
の
取
り
締
ま
り
な
ど
市
民
的
生

命
と
安
全
を
守
る
た
め
の
杭
代
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

牢
常
備
消
防
費
叩
偲
7
0
2
0

万
円

*
非
常
備
消
防
費

4
2
9
3
万

反声lt 

を映の
つ
J
r
J
に刀

。
J¥  



~. 識 第803号一一令ぉ

2-
(3) 1991.ヰ噂 16

@⑮ 
鐙間~~@宙@rnJ(QJ因坊国

信
⑨

“手賀沼のほどり
特
別
会
計
は
一
般
会
計
ど
は
別
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
そ
の
歳
出
に
あ
て
る
会
計
を
い
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

5
会
計
総
額
で
前
年
度
比

H・
8
M
h
増
の

1
3
5

億

5
8
0
0
万
円
奇
計
上
し
て
い
ま
す
。
(
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年

度
比
)

国

民

健

康

保
険
判
事
業

に
基
づ
く
阪
能
給
付
費
支
払
い
が

主
な
卒
業
で
す
。
予
算
額
は
鈍
億

1
0
0
万
円
(
日
子

S
Y増
)
を
計

上
し
て
い
ま
す
り

前年度比11.8%増

まf二ノ、

下

業 水

ノ工
品~

財
源
は
国
民
健
康
保
険
税
、
国

路
支
出
金
等
で
賄
わ
れ
、
被
保
険

者
の
小
説
州
、
負
俗
、
出
産
、
死
℃
な

ど
の
給
付
一
問
中
講
じ
出
儲
7
4
0
0

-
O
V増
)

道

事

老
人月
、保
健

E戸戸高

戸
線
醤
事
同
町

屈

斜

匂

一般会計

収
入
の
あ
ら
ま
し

計
上
し
て
い
ま
す
。

土

地

区

画

整

理

事

業

対
採
は
主
に
保
留
地
処
分
令
一

で
鶏
わ
れ
、
天
王
台
、
柴
抗
的
、
出
T

持
地
症
の

3
卒
業
に
総
額
V
M
mゆ

6
4
0
0
万
山
内
(
お
・

6
Y増
)

い
ま
す
。

滋

浄

化

事

業

子

資

三事滋量sttニフゴ カミ 3予て IIJ
雲主力建持 i可思議鍬いの
三金設うを路待人家増
-な、爵許支で・
三 ど 者rs1.111 とおき法
-が dI負。金る入
室of>:1長十Iまこはた rlj
童心翠薬会れ 14め民
3きてい緩めは鑓 T 税
雲す備は福 3 す等
- φU  tこ主主‘十'Jl: 6 グ〉

主主r:半、地 9 1，11 
三 d亡とう 主怠 uミ 3 ひど

-
S
V増

と

な

っ

て

い

〕

れ

は

布

佐

駅
繍
上
化
の
た
め
の
基
金
会
取
り

溺
し
、
そ
の
引
業
伐
に
あ
て
る
措

置
な
ど
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
施
設
磁
設
事
業
費
な
ど

の
伸
び
を
反
映
し
て
、
市
債
は
日

舘

3
3
0
7
万
円
(
引
訓

"
8
W
)
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

(
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比
)

市

税

1
6
9
億

5
9
8
2
万
円

加
盟
人
・
法
人
市
民
税
、
閤
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市
民
が
直

接
続
め
る
税
金
の
ほ
か
、
た
ば
こ

特
別
会
計
の
予
算
の
総
額

-
i
i
i
i
jヴ
J

i
-
-
j
i
l
l吋/」

35器7400万円
{十7.0%)

34憶100万円
(+ 11. 5%) 

人保

本
都
市
計
一
闘
税

万
円

申
た
ぱ
ニ
税

3
億
7
0
0
7
万

弓本
聴
肉
削
動
車
税

4
0
0
0
万
円

申
そ
の
佑

3
1
5
8
万
円

Q
u
m
W
4
3
2
8
 

繰

越

金

6
億
円

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節

約
や
合
理
北
な
ど
に
よ
り
生
じ
る

予
定
の
も
の
で
す

Q

市

債

日
億
3
3
0
7
万
円

多
額
な
費
用
が
必
要
な
事
業
に

30犠2100万円
(十11.9%) 

ぬ
ヲ
抱
思
V

繰

入

金

同
議
S
3
1
3
湾
内

財
源
調
盤
の
た
め
和
み
立
て
た

基
金
や
布
性
問
航
機
上
化
本
業
な
ど

特
定
出
制
約
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る

資
金
で
す
。

思
庫
支
出
金

日
寝
3
6
5
3
万
円

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
う
仕
事

や
市
が
行
う
特
定
の
一
卒
業
に
つ
い

て
閣
か
ら
支
出
さ
れ
る
資
金
で
、

公
本
立
保
育
制
支
出
金
、
生
活
保

県
支
出
金

5
議
g
G
G
9
万
円

{
廷
の
行
政
臼
的
め
に
県

か
ら
市
に
対
し
て
文
山
山
怒
れ
る
資

金
で
、
郡
山
崎
文
出
金
、
と
性
格
が
凱

て
お
り
‘
各
総
め
似
相
似
・
川
河
健
施
策

な
ど
の
況
か
、
(
似
品
料
)
同
部
福
祉

セ
ン
タ

i
な
ど
の
建
設
卒
業
に
も

俊
わ
れ
ま
す
。

揚
方
交
付
説

5
護

2
8
8
G
万
再

全
留
め
地
方
自
治
体
の
行
政
サ

i
ど
ス
の
均
穏
を
泌
る
た
め
、
各

自
治
体
の
治
政
カ
に
芯
じ
て
国
が

配
分
す
る
交
付
金
で
す
ω

使
用
料
・
苧
数
料

3
億
1
0
0
4
万
円

分
担
金
・
魚
期
金

5
憶
2
1
0
万
円

条
例
な
ど
に
基
づ
き
市
が
収
入

す
る
資
金
で
、
保
育
料
や
老
人
ホ

ー
ム
入
所
者
負
担
金
な
ど
も
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
す
。

そ

の
他

お
護

1
4
8
2
万
円

地
方
議
与
税
、
自
動
単
取
得
税

交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付

金
、
利
子
判
的
交
付
金
、
財
政
収
入
、

寄
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

(カッコ内は対前年度比)

科
億
3
2
5
1
万
円

ス
テ
ム

浄
水
揚
の
電
気
計
畿
投
開
協
の
設

4
可
柄
小
成

S
年
帯
構
氷
地
捕
獲
機
会
計
の
予
算
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合併処理浄化槽補助金制度

対
象
は
公
共
下
水
道
認
可
外
の
地
域

i
ス
ト
ー
の
一
小

各
勢
な
記
録
を
続
け
て
い
る
手
銀

協
の
汚
濁
朕
悶
の
ト
ッ
ブ
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
家
羅
か
ら
の

生
活
雑
排
水
で
す
。

十
の
で
は
、
公
共
下
水
道
の
鰐
怖

を
進
め
る
と
と
も
に
、
下
水
域
認

可
ぽ
域
外
の
地
域
を
対
象
心
、
作

ら
合
併
処
理
浄
化
柵
の
設

対
し
て
、
資
照
的
一
部
品
官

補
助
し
て
冬
申
仇
し
た
。
こ
の
補
助

限
度
額
が
‘

4
月
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
、
投
法
者
の
負
担
も
よ
り
総

減
冬
れ
る
こ
と
に
な
り
淡
し
た
。

合
品
川
処
狸
浄
化
織
と
辻
、
し
尿

の
ほ
か
、
合
所
や
洗
沼
、
問
時
打
r
ハ
な
ど

の
排
水
も
併
せ
て
処
理
十
る
浄
化

捕
で
、
生
活
排
水
め
一
的
別
物
伎
を

4
司
補
助
金
額

1芸春巡りの補助限度額

600.000丹

700.0001工;

800，000円

900，000円

1，000.000rg 

1，100，000丹

5 人

5 人

?人将ij

s人間i

9 人持ij

~三戸

第803号

3
月
定
例
会
の
議
決
結
果

新
年
度
予
算
な
ど
後
器
機
す
る
平
成

3
年
鑑
4
1
闇
市
融
会
定
欝
舎
を
、

3
珂

5
8か
ら

泣
臼
ま
で
mw川
沼
田
間
の
会
期
で
問
問
鑑
。
轡
瓶
、
大
井
市
長
が
述
べ
た
醗
壁
表
明
と
新
年
援
の

癌
策
の
大
綱
立
つ
い
て
は
蔀
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
定
倒
的
会
で
切
決
さ
れ

だ
議
織
は
つ
い
て
紹
介
し
荻
す
。
棚
拠
出
さ
れ
た
鱗
寓
は
、
務
理
度
予
算
や

J
湾
年
舘
設
霞
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
L

の
一
部
改
正
や
「
ふ
る
ち
と
艶
生
基
金
条
例
」
の
…
部
改
正
、
工

事
議
負
契
約
の
締
締
な
ど
お
護
課
で
、
す
べ
て
諜
諜
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

-Z議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
叫
制
緩
め
取
得
又
は
処
分
に
開
削

す
る
条
例
の
一
部
改
正
機
会
の

織
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

工
事
又
は
製
地
の
務
負
契
約
の
予

定
錦
格
合
引
急
上
げ
る
た
め

幌
市
瞥
年
館
設
相
唖
E
J管
球
以
関

す
る
糸
併
の
一
部
改
正
認
め
背

年
館
中
っ
ち
却
館
会
問
開
立
す
る
た

め種
世
巾
ふ
る
A
C
と
級
生
基
金
条
例
の

一
部
改
正
ふ
る
怒
と
創
生
本
識

の
呉
体
化
に
伴
い
、
条
例
め
鑑
名
、

設
夜
題
旨
、
仲
掛
金
の
敢
扱
い
等
を

改
正
す
る
た
め

圃
市
…
鍛
織
の
職
員
の
特
殊
勲
務

手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
作

業
山
市
法
士
を
新
た
に
特
桃
勤
務
予

当
の
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
及
び

条
文
の
務
繍

幡
市
職
員
の
勤
務
李
品
側
、
体
呂
、

ー
以
下
に
減
ら
す
加

で
き
ま
す
。
一
ガ
、
単
独
処
理
浄
化

槽
は
、
し
球
だ
け
し
か
処
理
で
き

ず
、
生
的
排
水
は
未
処
碑
め
ま
波

放
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か

合
併
処
棚
伯
仲
化
機
設
訟
に
伴
、
つ

補
助
は
、
新
錦
、
増
改
築
等
は
も
と

よ
り
、
単
独
処
罰
浄
化
構
ゃ
く
み

取
り
偲
楠
か
ら
の
切
り
検
え
む
つ

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

V
槽
劫
対
象
地
域
公
共
下
木
道

事
業
計
…
織
の
認
可
ぼ
一
域
箆
び
に
地

域
し
成
処
理
格
設
一
ゅ
の
忠
誠
を
除

く
地
域

V
補
助
対
象
浄
化
槽
四
人
機
以

下
内
小
型
合
併
処
縦
浄
化
期
で
、

8
0
D
(生
物
化
学
的
鮒
滋
要
求

間
以
)
の
除
ぷ
燃
が

mw%以
上
、
放
流

水
裂
の

8
0
D
l
μ
当
り
m

J
グ

ラ
ム
以
下
(
行
間
一
平
均
依
〉
め
機
能

を
も
つ
も
の
り

※
補
助
合
会
受
け
る
に
は
、
一
や
諮

詳
し
く
は
、
環
境
保
余
ぷ
成
境
保

全
保
窓
(
桁
)
1
1
1
1
へ
問
い
合

わ

せ

い

“

会
事
務
島
教
育
総
務
部
長
)
工
藤

勲
V
都
市
部
長
〈
際
都
市
部
計
画

課
制
定
斡
)
花
代
孝
則
V
経
済
職

域
部
次
世
間
兼
農
政
謀
長
{
補
祉
部

次
長
兼
厚
生
課
長
〉
関
刷
機
光
V
水

道
局
次
長
銀
総
営
管
破
課
長
(
経

済
殿
場
部
次
長
兼
農
政
課
長
)
中

村
波
数
V
会
密
財
政
部
品
物
構
(
水

道
局
次
長
兼
絞
営
管
湖
一
線
長
)
豊

鳴
滋

v…
間
枇
部
次
長
兼
岡
県
生
課
長

阪
弁

4
月
の
人
事
異
動

組
識
の
名
殺
を
一
部
変
吏

十
の
の
人
事
異
動
が
4
丹
1
日
付

で
行
わ
れ
、

1
4
2
人
に
辞
令
が

交
付
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
の
名
総
も
一
部
変

更
さ
れ
、
向
齢
者
…
続
殺
課
の
老
人

福
松
係
が
陥
齢
者
一
慌
役
係
に
、
都

市
計
一
部
識
の
土
地
務
官
M
M
m
が
太
地

対
策
係
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

休
暇
等
に
問
附
す
る
糸
例
の
一
部
改

正
労
働
什
綿
糸
法
第
詑
条
第
1
壌

の
労
糊
時
間
等
に
係
る
釘
続
的
問

心
絡
す
る
政
令
の
一
郎
改
正
に
伴

い、

1
遊
間
に
つ
い
て
の
磯
良
の

勤
務
時
間
的
総
附
を
改
定
す
ら
た

め議
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
の
投
盤

及
び
管
現
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
忠
老
人
制
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
山
部
設
法
律
を
引
用
し
て
い
る

条
文
を
改
正
す
る
た
め

難
市
消
防
本
部
及
が
消
妨
箸
の
設

涯
に
関
す
る
条
慌
の
一
部
敬
正

市
の
東
部
に
2
つ
め
消
捻
咽
衡
を
設

抗
す
る
こ
と
及
び
条
文
め
務
機

閣
工
事
請
負
師
向
約
の
締
結
(
鋭

紘
)
糊
北
地
択
公
民
諒
恕
設
工
務

(
銀
銭
設
備
工
事
)
め

あ
議
結
す
る
た
め

圃
市
道
路
線
の
腐
止

認
定
錯
誤

主主

め
市
消
wm総
を
廃
止
す
為
だ
め

wm
平
成

2
年
度
帯
一
般
会
計
檎

予
算
(
第
3
ひ
)

重
一
平
成

2
年
度
市
特
務
会
計
補
正

予
算
出
民
地
康
保
険
ボ
業
〈
郊

2
サ
)
、
土
地
沢
州
鴨
川
市

4

業
(
第

2
号
)
、
公
共
下
次
泣
事
業
(
第
3

Hヲ
)
、
蕊
人
保
健
(
第
l
H
V
)

被
浮
波

3
年
度
市
一
般
会
計
予
算

判
明
平
成
3
年
度
市
特
別
会
計
予
算

国
民
健
法
保
険
事
業
、
土
地
一
沢

頭
臨
閣
情
事
業
、
公
共
下
水
辺
事
業
、

予
質
問
浄
化
事
業
、
老
人
似
憾
、
水

E:l 員ー-JlñJ7>~ミタ1 ~.の密
会主f 刺立選定

ぢ苑拘f一字紙資
P -~， {jr: メとB 産
40 り凶 野
容字詰gurJ !lf'{ fr街
地和 67結審

17 干狩 2 斎
王手地 1f， 義
l の 6 重量
月 6 Jj会
3 18 委

「
明
る
い
向
島
か
な
街
づ
く
り
」
を

怠
擦
に
我
孫
子
管
年
会
議
所
が
行

っ
て
き
た
が
民
交
流
綱
引
き
大
会

も
今
紛
で
7
回
目
を
沼
え
ま
令
。

今
年
は
、
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
イ

ベ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
」
を
テ
!
?
に
、

総
引
き
大
会
の
ほ
か
、
楽
し
い
レ

ク
リ
エ

i
シ
ョ
ン
や
株
九
況
の
紋
械

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

親
子
や
友
だ
ち
間
た
で
、
お
気

経
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

w
v
m
M
時

5
月
山
口
口
(
口
は
)
午
前
9

時
か
ら
午
後
3
時

め

場

合

初
日
)

V
場
所

子
円
え
伐
と
判
コ
ミ
ュ

…

J
1
3
7ト
;

一

V
競

技

内

容

の

郎

日

名

で
1
チ
i
ム
り
大
人

mfず
の
部
a

大

人
介
礼
子
め
郡
山
名
で
l
チ
i
ム

V
参
加
費
無
料

V
申
し
込
み
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙

(
市
役
所
、
各
心
γxv所
・
行
政
辿
絡

所
、
市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
、
川

容
館
分
舘
に
用
窓
)
に
必
議
事
閣

を
記
入
の
う
え
、
ら
月
初
れ
ま
で

に
、
添
付
の
針
路
(
あ
て
名
書
冬

へ

vm問
い
合
わ
せ

誠
一
所
(
件
一
)
川
川
村
品
川

ー
、
(
佼
)
{
U
M
)
2
5
2
3

課
長
職
以
上
め
災
動
は

次
め
と
お
り
で
す
。
〈
節
税
)

。
部
長
級

v…
総
社
部
長
(
市
民

部
長
)
山
川
井
克
S
V
教
育
委
民
会

ギ
務
純
救
出
同
総
務
部
長
〈
稲
祉
部

以
)
有
田
善
明
V
市
良
部
長
(
経
済

環
境
部
長
)
椛
辺
耕
一
一
一
V
続
摂
環

境
部
俊
〈
都
市
部
長
)
土
問
栄
点
V

潜
水
m
u
m引
委
一
民
会
事
務
山
川
氏
(
弘

常
討
委
民
事
務
局
長
)
今
井
敬
V
農

業
委
長
会
事
務
川
町
長
(
選
挙
行
別

委
長
会
事
務
局
長
)
接
井
利
光
V

駄
獄
諮
問
民
事
務
局
長
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((). 
謝 第803器

f警 の世界

道具でつづる

鷹 匠
鳥の博物館第 6白企画展

一色出

ね
州
好
評
の
J
乙
時
物
館
A
I

州

。
第

6
M
は
、
「
脱
出
れ
"
巡
礼
パ
で

つ
づ
る
掛
川
医
の
付
制
汁
」
で
す

U

抑
制
託
と
は
、
刊
行
総
府
の
峨
名

で
、
ぷ
む
の
概
念
仰
向
い
、
ぷ
糾
し
削
ぬ

れ刊行
d

に
従
事
し
た
人
の
こ
と
で

す
。
明
治
以
附
仰
は
‘
山
内
約
に
川
和
み

入
れ
ら
れ
紙
作
り
が
似

ι的
に
い
似

ふ
さ
れ
ま
)
た
が
、
読
点
で
は
、
ご

く
数
人
が
そ
の
絡
を
一
郎
、
え
て
い
み

全
面
肢
で
は
、
務
読
め
側
、
っ
辺

共
同
数
ぷ
を
小
心
心
、

H
K引
の
い
似

統
猟
法
め
判
一
い
z
y
の
…
つ
で
あ
ゐ

脱
院
の
悦
山
介
を
保
っ
て
い
き
中
小
ず
円

ま
た
、
期
間
中
、

2
M問
、
古
川
法

的
統
狩
り
の
技
館
を
伝
一
ポ
ナ
る

m

M
富
山
川
抽
出
火
氏
の
治
法
J
U
行
い
ま

す
ね
ぜ
ひ
、
ご
泣
く
だ
が
い
，

vm捌
催
期
間
同

4
Nバ
訪
日
(
上
)
か

ら

6
月
口
氏
〈
け
)

。
特
別
講
演

ZJカ

ど
と
も
に
叩
年
」

V
間
同
時
4
パ
m

H

H

(け)、

noバ
2
什什(け什)

い
灸
l
h
J
ω

、Jr)

A
イ

e

け

μ
つ1
4

ノ

4

4

λ

1

・

3
叶
吋

V
場
所

。HH附
ヰ
九
九

必
H
μ
:い
戸
、
E
J
2

V
講
綴

氏

ーゾヘ
J

U

J
いり

ド打

d
h
い
中

JIJ 
?を
j、;

V
問
い
合
わ
せ
ね

の
時
物
館
控
(
問
)
2

7
W
1
ょっ

μ

J
U
本
ι山
と
誠
一
子
の

た
く
て
い
と
、
一
一
子
1
ジ
i
ラ
ン

ド
w

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
い
れ
か
ら
、
山
川
江

省
松
山
総
に

-W九
一
千
山
げ
の
ン
ャ
リ

ン
・
デ
ン
ト

ロ
i
タ
リ

( 5) 1991. 4. 16 

来
は

て
も
H
U

品
川
公
訴
が

ょ
う
心
。
J
仏
日
山
中
に
け
本
却
を
?

ス
タ
ー
し
て
、
川
村
米
は
、
一
二
|
ジ

l
ラ
ン
ド
で
行
本
訴
の
先
生
に
な

り
た
い
」
と
ぷ
欲
的
。
一
除
け
つ
け
て

い
る
日
記
に
も
、
だ
い
ぶ
川
氏
ヤ
が

ふ
え
て
及
川
だ
と
い
う
え

一
什
校
で
は
、
テ

ス
加
に
所
以

語
の

と

て
も
慌
し
い
」
と
佐
治
に
も
、
す
っ

か
り
な
れ
て
冬
た
様
子
。

什
本
で
の
税
が
わ
り
の
五
仲
び

ん
は
、

1

汁
グ
ラ
ン
ド
い
の
め
高
校

で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
総
"
判

い
や
に
も
い
μ
制
約
に
掠
り
組
む
ガ
ン
バ

リ
M
3
ん
で
す
ね
い
今
、
竹
川
山
内
れ

県立布銭高校に

留学中の

シャーuン・デント九
(布依)

4月から
月9000円!之

国民年金の保険料

バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
探
烏
合

参

加

者

募

集

v
a時
ら
バ
ロ
ハ
午
リ
川
。

時
か
ら
9
時
初
分
中
立
で
に
応
め
仙
川

物
館
リ
川
集
人
什
(
対
ド
八
の
場
合
G
バ

V

コ
i
ス
減
免
一
い
山
氏
の
十
み
か

ら
山
附
ム
九
州
制
川
町
九
訴
ま
で

V
定

員

先

溶

1
5
0
名
(
参
加

代
J

小
学
生
以
K
2
0

官

魁

ト

仕

掛

噛

…

y
周

J
E

め
ん
川
市
礼
の
太
絞
め
縦
波
心
も
ふ
以
下
一

い
出
し
て
い
る
ん
で
す
ω

も
う
少
…

し
し
た
ら
、
汀
本
の
こ
と
を
よ
…

く
知
ゥ
て
も
ら
え
ゐ
ょ
う
い
ろ
一

い
ろ
な
所
へ
ん
地
れ
て
い
っ
て
あ
…

げ
ょ
っ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
一

秋
め
い
心
筋
り
の
時
に
は
、
ト
A

…

を
た
た
く
シ
ャ
lt
リ
ン
M

ほ
ん
…

の
姿
が
見
ら
れ
ゐ
か
も
し
れ
…

な

し

一

米
日
後
、
す
ぐ
に
ロ
!
タ
…

リ
i
ク
ラ
ブ
め
招
待
で
旅
行
…

し
た
京
都
、
閉
山
、
広
島
が
と
…

て
も
印
象
深
く
、
心
持
米
に
…

は
、
り
観
念
日
本
に
よ
ん
で
一

案
内
し
た
い
」
と
税
思
い
の
ゆ

一
泌
を
の
ぞ
か
せ
た
。

口
議
。

44
バ
か
、
旬
、
由
民
年
令
保
険
料

が
一
ト
炎
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

納
入
方
法
は
、
バ
々
納
め
る
分

納
と
1
年
分
の
保
険
料
を
4
月
山
中

に
納
め
る
前
納
が
あ
り
ま
す
a

前

川
附
は
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る
お

如
何
な
納
付
ゎ
刀
法
で
す
n

ぜ
ひ
、
ニ
利

山
川
く
だ
さ
い
ω

介
ゆ
お
、
似
険
料
の
え
払
い
は
け

…
附
悩
民
け
が
什
柄
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
民
保
年
会
議

V
翁
し
込
み
れ
れ
悦
ハ

所
、
託
取
引
、
年
齢
、
活
話
番
句
、
採

れ
川
会
参
加
希
的
と
明
記
し
、

5
月

ら
け
(
山
川
印
の
効
)
ま
で
に
山
野
山

1
1
ら
山
続
gM知
研
究
所
へ

V
問
い
合
わ
せ
れ
川
の
博
物
館

第

3
回
花
壇
設
計
と
第

4
由

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

2
バ
1
U
川
?
の
広
報
で
ぷ
愉
悦
し

た
子
山
川
出
公
測
の
花
一
間
一
壮
一
討
の
瀞

伐
が
、

3
バ
u
n
(水
)

れ

ま
し
た
ι

¥ 

そ
の
結
川
市
、
中
市
長
設
に
は
、
花
時

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
消
鴎
瓦
指
弾

MJL

ん
(
布
抜
不
利
ム
口
在
住
)
の
作
口
聞

が
‘
小
山
総
化
推
進
協
力
会
会
長
公

に
は
、
何
村
正
義
判
ぜ
ん
(
新
木

の
作
品
が
遊
ば
れ
中
小
し

た。
公
以
内
の
花
取
は
、
一
括
絢
さ

ん
の
デ
ザ
イ
ン
そ
も
と
に
作

成
。
今
バ
め
下
旬
に
は
、
の

ま
た
、
山
川
絡
に
務
瀧
を
行
っ

た
m
d
a
N
山
花
腕
コ
ン
ク
;
ん
の

結
栄
は
次
め
と
お
り

通量
川
川
の
州
な
ど
で
ナ

ズ
ナ
を
よ
く
見
掛
け
る
の

ナ
ズ
ナ
は
栄
突
が
…
…
一
味
線
の
パ

チ
じ
似
て
い
ゐ
と
こ
ろ
か
ら
、
ベ

ン
ベ
ン
ぷ
と
か
一
…
一
味
線
市
と
か
川
町

え
て
い
ゐ

ω

ル小川
m，
桜
に
ペ
ン
ベ
ン
附
干
の
丈
の

び
て
夏
、
つ
ら
が
な
し
削
き
約

作

木

浪

路

ナ
ズ
ナ
め
掛
川
仰
に
つ
い
て
は
い々

で

い
ろ
あ
る
が
、
一
必
に
は

J
撚

で

、

め

意

味

付

JM

務
小
学
校
の
部

ζ
Y
U
3
↑
室
、
前
J
L
1

羽
田
ヲ
川

1.--e羽
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{会部・ 1滋 3か}ヲ}

平成3年41'警?号漫芸E *世帯薮38，885宮署

人口120，852人 男総588人女也264入
務市役所本j庁 85-1111
@つくし野支所 84一拠出

@湖北 台支所 88-0828
塁審湖 北支所 88…2111
毒事布 佐支所 89-2358
綴教育 委員会 85-1151
@水 道筋 84-0111
⑮消防署1184-0119 
@少年センター 84-1900
@保健センター 87…竹31
e市民会館 84…33竹
③申宍 公民館 82-05情
勢鳥の博物態 85-2212
番善命民体湾館 87…竹田

線市民臨慾麓本態84-1110 Ji認花台

分離87-3055 布佐分謹89一句11
務動路密室~ 87-0909 

務部市改遂事務所 85-竹内

機身体隠謡番纏祉センター 88-0141
綴あらさき鶴 88-4188
線つつじ経 88-0123
蓄量生活燃焼諜(浄化億)87守 2379
〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547

@ぞ行使爾近鱗センター 89-3740
護事夫:E台北近燐センター 82-9988
番襲被戸近隣12ンタ-83-5363 
警察部良センター 寿83-7722 滋北

合88-鉛27 子制度89ーイ ~93

第2田美締家協会麗l
p 日 持 4J母18自(;;j¥:)から引日

〈芭〉午前10時から午後ら時 (21日

Id:正午ぎで〉

炉場所市民会舘〈入場無料〉

炉問い合わせ 鈴木ままく82)0900

議 令z 1991. 4. 16 (6) 

l膏髄提供む申し出を 1

8mB湾など!こ代表される緩症の

白波疾懇はコ宇治の篤ときき枯れてい

きましたか、医学め滋務で録綴移議

〈骨鑓液事務毘)Iこより治療でさきる

ようになりましだ。この方法|ぷ懇

者さんに白血琢の血液裂が…数ず

る健療な方 (20~54綴〉の母糠液

を輸血するというもの。レかし、

自由球の血液型ガ適合する人〈日

絵 日 時 5時 128く忠〉午前 9時 本人の場合2000人!こ f人〉後援す

11>-8鰐 ヰ持258く木〉午後?

持30分

動除去務所 者支湾祭箆会会議護

炉問い合わせ毅務姿員会総

務課

C3 53G39 
1ポート免許制服新講習会|

〈失均諮滋iぷ午後 18ij1.士ら〉 ことId:菌難です。市民の犠がんの

臼築パイソシズプル雑誌の発行や 砂務所持手立コホーjし 温かいご潔鮮と骨髄提供の申レ出

官界こども総務畿などの還繋文化 砂対象小製総紛守級~4 級〈溜 をお額いレます。

受滅後行っているグループです。 111会む〉で害事変霊殿鶴潟了 (51手〉の 券連絡先轡欝パンクと懇議後結

易会凝年額2000丹

砂漆絡先溶潔ま宝(84)9828

1品ゐご油絵教室生
砂日開 5悶 7臼から平成 4:ej::3

悶を択でのa向第 1" 3火曜午前 9

時50分から正午 (8用|ま除く〉

ル務所湾市民センタ 〈屋外写

生もあり〉

炉建策党務汚名

砂毅潟月2000内 (3詰に分続〉

?年前の方さ安だは失慰湾受{すの方 13i会まま03(3971)9337C持~金獲〉
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炉格し込み・問い合わせ 4月30 /錦、

日〈火〉務でに、写箆守絞(3x 3 宅歩1

ヂ〉、免状の容レ〈表、惑〉道新料 。我孫子扇動準緩鑓協i笥総合綴ガ

8000円そ持参のうえ〈害事〉李賢?召の う福祉の芝めにと匂万円の懲{せが

ありましだ0

0仲村はるを様のご濃濃から瀦齢

者福祉のだめにと 575内の事態イせが

ありました。

。新中学生 4名〈踏名〉の7うから社

b対象 6持?思斜線も忠告さ続さき 会福祉施設整器蓄基金!こと5∞0円の

括提ボート免許激怒(4級〉手麗沼会

場も問時間燦レ~す。

|米穀販路業者の箆新|

第20[Q]議嘉子龍J3i1Jつり大会11>-$レ込み・問い合わせハ汀年 惨務所県立涜山脅年の家〈浦山 綾概算保険料の閉倍・納巾をして

炉鶏自 ヰ鍔21巴〈日〉階天決行 1;:::参加種目、住所、氏名、年齢、穂市中竹Q)、定員30名 いだだくことに足立っています。保

韓併お場北部手翼活…簿 ，話番号、パートナーのま名そ明書記 炉侭容 シナリオ作りからピデオ 険料の続出はお恩めにあ顕いしま

券受信当日午蕊48導部分からさ し、 4月228(母、必翁〉霊安でに認作ddの制作ぎで す。詳しくは、緊援用保険課fi0472

きをさまで、手重菱沼公務終大会本館で 努W408-1とや村正三ままく82)3052ヘ 炉契潟 2000汚〈窃活費含む) (23)2775または二千葉労盤基準局会

ー除策待 出身障害容児の教育iこ理解

のある20織から45歳臨までの方

ール人総 2名

惨勤務先市内小学技

履歴惑

小却ままく82)1015ヘ

1 "子供への犯隷被害容の防l.t

2.侵入蹴及び衆り物滋の防i上

3.闘筆活霊祭防犯霊童鍛の推進

特!こ然り物資を防ぐ定め住所、

氏名はハッ::.t-リと欝き吉長しよう。

議孫子警察署〉少持参繁記題集、上惑を室、涜蔀 0472(54)52竹へ

察、ねぎをき、保喪主豆、ピデオカメラ

〈持参可能な人〉

炉簸授時間午前5H等から機鐙締 惨事警新市民体湾籍 砂申し込み、問い合わせ 5月 7

め切りの午後 2時示で〈時間厳守〉 惨参加資格市内夜住の家庭良識人 日〈火〉殺で!こ電話で浦山湾年の家

惨種目 ランク53U日~5)ダブルス ニ子援金(59)2004へ

l5IFJII大学公開講座制
砂日程 5月刊白から 7月羽田訟

でのごと際、午後2時から 38等30分

ンクを明記し、 5月 6日〈続、必務〉 炉場所江戸川大学〈流山市〉

惨務経名 G)コンヒゴユーター〈ウ

ーブ口講座10毘〉舎構章表社会・時霊祭

間緩の言語遺産 (5塁〉

シ定員窃ワープロ議箆党議30名、

診日程 5戸三号98(8)、26自〈日) @諮漢は人祭器援がありきません

集会午前8碍30分く務部体育鵡〉 惨録用 各講座3000再〈資料戊〉

争参加資搭市内在住者 "'$し込ゐ・問い合わせ 八万三子

炉臼時 4月沼田くお〉、 29日く祝〉 砂競技方法・移加費 シンヴjレス !こ講座名、住所、氏名、電話議努

午前10碍から午後6持〈入場熊料〉 男女各Tクラス.1人1000向 そ明記し、T'270-01流出市議Ql;;f::1 

の474江戸川大学公開講筏委窮余

佼 (52)0661へ

lrみどり園J臨時職員l

:設我翻張子の文{把じ陀を守る会 t2:::一一田英蹄忍怨〈倍8W::ご:ごご;;ご:f芝お5べ:3器22Z詰zセt古号Ezz!!:
O甥 第7科叩?溜g講 鯨 演 〈 仏 入壌概無料料)較式テニス講詰蕊; 係鯨なく、夜題勤務もぢ一でウざ摂る万〉

11>-8持 41'ミ288C日〉午後2務 》邑程 4月278C土〉、288C臼)， 11>-舞金等時給810月〈交遊銭期途

診察所市民会欝慾 S会議窓 δ母 48C休〉、 58C祝〉、 68C体〉 支総〉

炉演題 r}i震努傑殺とFお民i活動J脅 午蔀s時三アら正午 静炉提出害警護実!震波窓

凶 学続女短大紋山総子 氏 砂場所手賀沼公認庭球場 炉勤務主主・問い合わせ務符簿弱

炉問い合 わ せ 共 膝 公 明2)72行 脚対象小学4年以上の初出者お 援更生蕗霊安みどり~C中陳231のまま

。第 g羽郷土奨楠臆〈入場無料〉 よび中級者〈家庭婦人叡溜) (87)0511 

排日跨 4用羽田〈木〉から羽田 惨参加費 IJ¥畏中学窓500円、一般

〈臼〉午前9時から午後6時 1000円〈出席数!こ関係なく一律〉

帳場所市民会館第2・3会議箆 惨申し込み講習期間中会場で

炉問い合わ士吉 田崎怨(82)0826 炉問い合わせ IJI綜霊堂(82)0573

Jl6火1:湾整謀総雄総出鳩協程度

Jl1水

Jl8木

ぜ潟雲棄さ主活字最後=ffi.e号機設雲間:()()-15:00

u..:ë手金格Z史認務院本語談窓10:00~15:00
，r健康格段mつつじ妓1tO~12:∞

軟式テニス設嘉子選手権大会; 診を殺し込ゐ・問い合わせ往復八 米毅綴苑幾そ行おうとする方 寄司ガありまし主主。

〈農民体膏大会予選〉 ; ズプどがこ住所、氏名、年密室、電話番~ ...e惨殺務総 5持す自C7.K)から14 <::i日本電気労働総合我孫子受邸機

II>-Eヨ詩 ヰ月298C祝〉午罷 9(1寺務 そ鴇詑し、母持30自〈火、潟ED湾怒〉 包〈火〉ペ8G媛、続出、竹包は懇く〉 かう符慰霊繋護憲人.71¥-ム和喜美鐙lこ

始く商事天の場合は 5月 38) さまでに中館2607くな〉我孫子市シjし 炉総務先・鰐い合わせ 器工観光 とチャリティ…パザーu又主義金;ことに
帳場所手賀沼公密庭球場 パー人材センタ一事務愚まま(88) 諜ままく85)行竹内線505 る率土ボトル設ウズータークーラ

iiiiifニニ:;み叫(府議室iif!???!??Zj五ZZ;:;ぉ
"7"":::>J<;:::.:..:J.-， V./V/'C).I......，.;.， Vl~ 、 を奨斑(ヰ舟22日~お芭〉

(主-在勤者および市灘B捜査受録会員 砂期日 5月刊臼〈こと〉から12臼 臼〈水〉さまでに労働傑験料〈雇用、労

砂参加費 Tチーム1000円 〈日〉、 T泊 2巴 災〉の平成 2年度確定と平成3年<運動の鐙点〉

様霊力ートこを受ほしきま90
吾参加奨 300向〈中学窓以下Iel:

100同〉

バドミントン大会;
11>-8時 5J号16日〈アド〉午蔚 9[1考

炉問い合わせ杉本怨(82)2001

※大人の部と少年の邸で瀦鐙

(天王台北近隣センター|
オーブン記鎗 娯l

'期8 4月羽田〈ニt)，21C日〉

炉場所 天王台北近綴センター、

柴崎台中央会議〈階天中立〉

II>-f:匂容 コフトラクシン、お茶会、

模擬患など

b題い会わせ 天王官会泌総広まち

づ く り協議会議家公(82)9655

炉参加爽 7人900円〔連盟加入轡

600円〉

炉申し込み・問い合わ役ハ刀工~

に 2人の住所、氏名、電話療を号、

さまでiこ、つくし野5O7O5W口

利子会〈箆)2962へ

!?ヨ票詩書大会選手選諮i

帳場所 フフピイホーJレ〈イト-3

ーカド-3階〉

炉問い合わせ 我孫子策洋陶芸互の

会秋袋公(88)2339

11>-$し込み・問い合わせ住所、氏

名、年齢、性別、電話芸察号を明記し、

5月刊日〈金、消印南効〉務で!こ移

加費を添えて郵便で湖北台7の83

Jl9金
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21土;

市消費宗務相E提出市渓将滋怒10:00-15:00
ザJレコーjレ家族事変2露出天王台湾年館13:3ひ~16:∞

<r人権・行政相監提出市民栂綴釜10:00~15:00

<r市役所要悪f'fC-Ao縫設は除く〉

28 @ I:::~擦当翻zテレ然ンサ…ピスo ¥!::Y Ir絡鯨鱗診療8=総織齢!t籾〈あ胎齢的、11濁

29@端部盤獄テレホンサ…ピス9 @ ::~鴎倒的縦続的搬的お
『n5!建言語審重富体重意 wつつじ禁手本塁書 世 ro.民体湾m体重苦
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